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愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校
で
は
、
生

徒
の
４
〜
５
割
程
度
が
進
学
す
る
が
、

そ
の
ほ
ぼ
全
員
が
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
を

利
用
す
る
。
面
接
に
関
連
す
る
ツ
ー
ル

は
上
の
２
点
の
他
に
、
生
徒
が
自
分

の
高
校
生
活
や
性
格
に
つ
い
て
整
理
す

る
「
面
接
指
導
準
備
シ
ー
ト
」
が
あ
る
。

し
か
し
、
模
擬
面
接
で

面
接
官
役
の
教
師
が
手

に
し
、
指
導
に
使
う
の

の
は
上
の
２
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
普

段
は
生
徒
が
保
管
し
、

模
擬
面
接
の
度
に
生
徒

が
持
参
す
る
こ
と
に
な

る
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

狙
い
と
機
能

志
望
を
深
め
、
進
路
を
語
り
合
う

雰
囲
気
を
ク
ラ
ス
に
醸
成
す
る

愛知県立東海商業高校・新美廣勝先生
推薦・ＡＯ入試受験者用「面接指導個票」と「指導の記録」

面接指導個票　
　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　

① 試験日

　月　　　　　日（　　　）

② 試験の種類（○で囲みなさい）

a. 指定校（グループ）推薦　b. 公募推薦　c. AO・自己推薦　d.その他

④ 面接方式

面接時間　　　　分程度　　【a. 個人面接　b. 集団面接】

⑤ 過去の質問

③ 受験校
学校名 学部名 学科名 専攻（コース）名

指導の記録　※最初と最後は担任に面接してもらうこと

日時 指導者 評価・コメント

第
１
回

担任 マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
２
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
３
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
４
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
５
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
６
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
７
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
８
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
９
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

最　

後

担任 マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

指導後、評価できるポイントに○、改善の余地があるところに△を記入した上で、コ
メントの記入をお願いします

３
年
生
・
２
学
期
後
半

面
接
対
策
指
導
ツ
ー
ル

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
共
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
受
験
者
を
対
象
に
し
た
「
面
接
対
策
指
導
ツ
ー
ル
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
３
学
年
担
任
。

生
徒
会
部
。
商
業
科
。「
自
分
へ
の
自
信
と
、
母
校
へ
の
誇

り
を
持
っ
た
、
社
会
に
愛
さ
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
３
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
。
数
学
科
。「
正
し
い
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、

選
ん
だ
道
を
正
し
い
も
の
に
出
来
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

愛
知
県
立

東
海
商
業
高
校　

新
美
廣
勝　

に
い
み
・
ひ
ろ
か
つ

群
馬
県
立

太
田
高
校　

新
井
高
広　

あ
ら
い
・
た
か
ひ
ろ

改良！指導ツール

②

④

③

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

面接指導個票は、生徒が事前に
進路指導室の資料などを使って、
面接方式や過去の主な質問を調
べ、記入しておくもの。面接官
役の教師はここに書かれた内容
を参考に模擬面接を実施する。

指導の記録は、面接官を務めた教師が、
マナー、意欲、表現力などの項目につい
て○・△の２段階で評価し、コメントを
記入する。担任は、最初と最後の面接を
担当する。それ以外の回で、面接官をど
の教師に頼むかは、生徒が自由に決める
ことが出来る。

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
主
幹
教
諭
。

渉
外
広
報
部
長
。英
語
科
。「
伯
楽
に
は
な
れ
な
い
が
、ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
係
と
な
っ
て
、
個
々
の
良
さ
を
照
ら
し
た
い
」

宮
崎
県
立

延の
べ

岡お
か

星せ
い

雲う
ん

高
校　

栁
井
健
二　

や
な
い
・
け
ん
じ
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検討

BeforeBB AfA terff

新
美　

本
校
で
は
、
模
擬

面
接
を
10
回
程
度
受
け
る

生
徒
も
い
ま
す
。
確
か
に
、

面
接
の
前
に
は
練
習
は
必
要
で
す
が
、
そ

の
回
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
今
回
の
練
習
で

は
何
が
テ
ー
マ
な
の
か
、
教
師
と
生
徒
で

確
認
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

栁
井　

生
徒
の
中
に
は
、

面
接
官
の
質
問
に
流
ち
ょ

う
に
答
え
る
こ
と
を
重
視

し
過
ぎ
て
い
る
者
が
い
ま
す
。
実
は
、
私

自
身
も
若
い
頃
、「
面
接
は
、
生
徒
に
志

望
理
由
を
暗
記
さ
せ
て
臨
め
ば
よ
い
」
と

考
え
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
対
策
で
は
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

の
面
接
試
験
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
志
望

先
に
対
す
る
生
徒
の
熱
意
を
高
め
、
自
分

の
言
葉
で
思
い
を
語
れ
る
よ
う
に
す
る
指

導
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
美　

志
望
先
へ
の
思
い
よ
り
も
、
志
望

先
に
関
す
る
情
報
・
知
識
を
披
露
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
生
徒
も

い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
を
調
べ
る
こ
と
は

面
接
に
臨
む
上
で
の
大
前
提
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
受
験
生
と
し
て
魅
力
的
に
見
え

る
か
と
い
え
ば
疑
問
で
す
。

新
井　

特
に
学
問
分
野
な

ど
の
知
識
の
量
を
ひ
け
ら

か
す
と
、
面
接
官
か
ら
質

問
攻
め
に
遭
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
、
生
徒
は
途
中
か
ら
「
こ
れ

は
圧
迫
面
接
で
は
な
い
か
」
と
不
安
に
な

り
、
志
望
先
へ
の
思
い
を
十
分
に
伝
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
面
接
で
は
、高
校
で
の
経
験
を
基
に
、

大
学
生
活
へ
の
熱
意
を
語
る
こ
と
を
大
切

に
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

栁
井　

そ
の
た
め
に
は
、
修
学
旅
行
の
班

長
や
行
事
リ
ー
ダ
ー
な
ど
見
落
と
し
が
ち

な
日
常
の
体
験
か
ら
、
生
徒
の
魅
力
を
一

緒
に
掘
り
起
こ
す
よ
う
な
面
接
指
導
が
必

要
で
す
。生
徒
が「
自
分
の
こ
こ
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
を
個
票
に

書
き
、
そ
れ
を
意
識
し
た
上
で
、
模
擬
面

接
に
臨
ん
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

新
井　

生
徒
自
身
が
考
え
る
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
が
事
前
に
分
か
れ
ば
、
そ
の
生
徒

の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
教
師
が
模
擬
面

接
を
担
当
し
て
も
、
生
徒
の
志
望
を
掘
り

下
げ
、
志
望
へ
の
思
い
を
確
か
め
る
質
問

を
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
出
来
ま
す
ね
。

新
美　

一
方
で
、
既
に
関
係
性
の
出
来
た
、

自
分
が
心
を
許
せ
る
教
師
に
し
か
面
接
官

役
を
頼
ま
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
本
当

は
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
教
師
、

も
っ
と
い
え
ば
、
相
性
が
合
わ
な
い
よ
う

な
タ
イ
プ
の
教
師
に
面
接
官
役
を
頼
み
、

相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

に
気
付
か
せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

新
井　

複
数
の
教
師
が
面
接
官
役
を
務
め

る
の
で
す
か
ら
、
生
徒
、
教
師
双
方
が
そ

の
都
度
、
課
題
を
確
認
し
た
上
で
模
擬
面

接
に
臨
み
た
い
で
す
ね
。
面
接
が
終
わ
る

度
に
生
徒
が
感
想
や
決
意
を
書
き
込
み
、

教
師
の
評
価
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
保
管
で

き
る
ツ
ー
ル
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

課題と解決策

志
望
先
へ
の
熱
意
を
高
め
、
思
い
を
語
る
言
葉
を
豊
か
に
す

る
面
接
対
策
の
目
的
を
生
徒
と
教
師
で
共
有
す
る

自
身
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
生
徒
自
身
が
把
握
し

た
上
で
、
面
接
指
導
に
臨
ま
せ
る

た
く
さ
ん
の
教
師
が
面
接
官
役
を
務
め
る
か
ら
こ
そ
、

各
面
接
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
次
の
面
接
に
引

き
継
げ
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要

検討会で明らかになった課題を踏まえ
「面接指導個票」「指導の記録」を改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

「
聞
か
れ
た
こ
と
に
答
え
る
」
か
ら

「
自
分
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
る
」へ

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

◎
全
日
制 

／
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
情
報
科
（
１
年

次
は
両
科
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
２
年
次
よ
り
分

か
れ
る
）
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年

制
大
進
学
30
人
、
短
大
進
学
11
人
、
専
門
学
校
進
学

65
人
、
就
職
１
６
９
人
。

群
馬
県
立
太
田
高
校

◎
全
日
制 

／ 

普
通
科
／ 

男
子
校
／
１
学
年
約

２
８
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
北
大
、
群
馬
大
な
ど
に

１
６
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京

理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
６
９
人
が
合
格
。

宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学

／
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
九
州
大
、
九
州
工
大
、
熊
本
大
な
ど
に

33
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
法
政
大
、
関
西
大
、
福

岡
大
な
ど
に
延
べ
１
４
７
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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面
接
指
導
個
票
に
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ

入
試
に
関
す
る
客
観
情
報
だ
け
で
な

く
、
入
試
に
臨
む
生
徒
自
身
の
思
い
を

書
き
込
み
、
面
接
で
志
望
先
に
１
番
伝

え
た
い
こ
と
（
自
分
の
こ
だ
わ
り
や
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど
）
を
意
識
さ
せ

た
上
で
模
擬
面
接
に
取
り
組
む
よ
う
に

配
慮
し
た
。
な
お
、「
君
が
面
接
で
１

番
伝
え
た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
回

答
を
暗
記
し
て
面
接
に
臨
む
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
文
章
化
は
さ
せ
ず
に
、
あ

え
て
キ
ー
ワ
ー
ド
レ
ベ
ル
で
の
記
述

に
と
ど
め
る
こ
と
を
推
奨
す
る
声
が
上

が
っ
た
。

　

指
導
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
教
師
の

コ
メ
ン
ト
欄
（
良
か
っ
た
と
こ
ろ
・
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
）
と
、
生
徒
が
次
回

の
模
擬
面
接
に
向
け
て
の
課
題
を
整
理

す
る
欄
を
設
け
た
。
次
の
面
接
担
当
の

教
師
は
指
導
の
記
録
を
見
て
、
前
回
の

課
題
と
な
っ
た
点
が
ど
う
変
わ
っ
た
か

も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
指
導
の
連
続

性
を
高
め
る
狙
い
だ
。

改
訂
後
の
狙
い
と
機
能

志
望
を
深
く
掘
り
下
げ
、

評
価
の
連
続
性
を
高
め
る

推薦・ＡＯ入試受験者用「面接指導個票」と「指導の記録」改訂版

面接指導個票　
　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　

① 試験日

　月　　　日（　　）

② 試験の種類（○で囲みなさい）

a. 指定校推薦　　　　b. 公募推薦　
c. AO・自己推薦　　d.その他（　　　　　　　　　）

⑤ 過去の質問

⑦ 君が面接で１番伝えたいこと

⑥ アドミッション・ポリシー

⑧ アドミッション・ポリシーと君の目標
や高校生活で力を入れたことを比べて
みて、一致しているところ

③ 受験校
学校名 学部名 学科名 専攻（コース）名

④ 面接方式

面接時間　　　　分程度

【a. 個人面接　b. 集団面接】

特に、⑦⑧の項目について
面接官は根掘り葉掘り聞きます

指導の記録　※最初と最後は担任に面接してもらうこと　
　　　　　　　※授業を受けたことがない先生に積極的に面接をお願いしよう

日時 指導者 評価（○・△） 面接官コメント 次回面接への決意

第
１
回

担任 マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
２
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
３
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
４
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
５
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

指導後、評価できるポイントに○、改善の余地があるところに△を記入した上で、コメントの記
入をお願いします

指導 記録 初 後 任 接

指導の記録には「授業を受けたことがな
い先生に積極的に面接をお願いしよう」
と明記。その上で、教師用のコメント欄
には、「良かったところ」「改善できると
ころ」の２項目を設けた。これにより、
指導に連続性を持たせたいと考えた。ま
た、改善点を自覚させ１回ごとの面接に
意義が見いだせるよう、生徒に「次回面
接への決意」を書かせることにした。

①

⑤

③

面接指導個票には、「アドミッション・
ポリシー」「君が面接で１番伝えたい
こと」「アドミッション・ポリシーと
君の目標や高校生活で力を入れたこと
を比べてみて、一致しているところ」
の３項目を加えた。面接官に聞かれた
ことに答えられるようになるだけでな
く、アドミッション・ポリシーを踏ま
え、志望先への自分の思いをアピール
できる力を養うことを目指す。

個票には「君が面接で１番伝えたいこと」「ア
ドミッション・ポリシーと君の目標や高校生活
で力を入れたことを比べてみて、一致している
ところ」が面接で特に問われることを明記。こ
れは、面接官役の教師に「アドミッション・ポリ
シーを念頭に、志望先への自分の思いをアピー
ルできているか」を重視した指導を促し、指導
の目線をそろえるためのメッセージでもある。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。
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活用

BeforeBB AfA terff

新
美　

先
生
方
と
の
検
討

を
経
て
取
り
入
れ
て
み
た

い
と
考
え
た
の
が
、
生
徒

が
「
君
が
面
接
で
１
番
伝
え
た
い
こ
と
」

「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
君
の

目
標
や
高
校
生
活
で
力
を
入
れ
た
こ
と
を

比
べ
て
み
て
、
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

を
事
前
に
個
票
に
整
理
し
、
教
師
は
そ
れ

を
見
な
が
ら
面
接
を
進
め
る
方
法
で
す
。

栁
井　

想
定
外
の
質
問
に

対
応
す
る
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
、
面
接
を
利
用
し
て
自
分
の

思
い
を
伝
え
よ
う
と
い
う
意
欲
を
育
み
た

い
で
す
ね
。
個
票
で
自
分
の
志
望
を
掘

り
下
げ
さ
せ
て
、「
ど
ん
な
質
問
が
来
て

も
大
丈
夫
。
根
っ
こ
は
１
つ
だ
」
と
い

う
自
信
を
持
た
せ
た
い
で
す
。

新
井　

自
分
の
志
望
に
自

信
を
持
つ
と
、
変
化
球
的

な
質
問
に
も
、
表
現
を
工

夫
し
な
が
ら
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
対

応
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

難
易
度
の
高
い
質
問
に
も
「
分
か
り
ま

せ
ん
」
と
臆
せ
ず
に
言
え
る
で
し
ょ
う
。

新
美　
「
こ
の
面
接
で
伝
え
た
い
こ
と
」

が
し
っ
か
り
固
ま
っ
て
い
れ
ば
、
意
外

な
質
問
に
１
つ
く
ら
い
答
え
ら
れ
な
く

て
も
「
大
し
た
こ
と
な
い
」
と
受
け
止

め
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

栁
井　
「
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
」
と
い

う
思
い
を
生
徒
と
教
師
が
や
り
取
り
す

る
う
ち
に
、
生
徒
の
志
望
が
磨
か
れ
て

い
き
ま
す
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
流
さ
れ
ず
、

志
望
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
は
生
徒

の
成
長
に
つ
な
が
り
、
仮

に
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
が
不
合

格
だ
っ
た
と
し
て
も
、「
こ

こ
で
掘
り
下
げ
た
自
分
の
思

い
を
一
般
入
試
対
策
の
原
動

力
に
し
よ
う
」
と
次
の
指
導

に
生
か
せ
る
で
し
ょ
う
。

新
美　

指
導
の
記
録
で
は
、

生
徒
が
こ
れ
ま
で
ど
ん
な

面
接
指
導
を
受
け
、
教
師

の
指
摘
に
対
し
て
ど
う
改

善
を
図
っ
て
き
た
か
が
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
改
訂
前
よ
り
も
、
指
導
の
連
続
性

が
確
保
で
き
、
面
接
官
の
違
い
に
よ
る
指

導
の
大
き
な
ず
れ
に
よ
っ
て
生
徒
を
混
乱

さ
せ
る
こ
と
が
防
げ
そ
う
で
す
。

栁
井　

そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
に
は
、「
こ

の
部
分
は
改
善
し
よ
う
」
と
い
う
指
導

に
対
し
て
、
次
の
面
接
で
は
ど
う
変
化
し

た
か
、
連
続
性
を
意
識
し
て
生
徒
を
見
る

責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新
井　

も
ち
ろ
ん
、
面
接
官
が
違
う
こ

と
で
評
価
の
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
当
然
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
私
た
ち
教
師
が
評
価
の
観
点
の
違

い
に
無
自
覚
な
ま
ま
、
各
自
が
思
い
思

い
に
評
価
を
し
て
い
て
は
生
徒
が
混
乱

す
る
だ
け
で
す
よ
ね
。

新
美　

前
回
面
接
し
た
教
師
と
異
な
る

評
価
を
す
る
際
、
指
導
の
記
録
を
基
に
、

「
Ａ
先
生
は
プ
ラ
ス
の
評
価
だ
が
、
私
は

○
○
の
理
由
で
違
う
評
価
だ
」「
面
接
官

で
受
け
止
め
方
が
違
う
こ
と
も
あ
る
」

と
生
徒
に
説
明
し
た
い
で
す
ね
。

新
井　

面
接
官
役
は
教
師
で
は
な
く
、

生
徒
が
務
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
実

際
、
本
校
で
は
模
擬
集
団
面
接
で
、
生

徒
同
士
で
評
価
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。自
分
と
同
じ
受
験
生
の
面
接
の
様
子

を
見
る
こ
と
は
勉
強
に
な
る
は
ず
で
す
。

新
美　

今
回
の
議
論
を
学
校
に
持
ち

帰
っ
て
、
更
に
検
討
を
続
け
ま
す
。

1

2

3

4

5

面接に先立って、個票に客観情報と
アピールポイントなどを生徒に記入させる

生徒が面接官役を教師に依頼する場合は、
関係性の薄い教師にも依頼するよう指導する

面接の度に良かったところ、改善できるところを
教師が指導の記録に記入する

生徒は、次の模擬面接までに改善したいこと
などを指導の記録に記入する

次の面接担当の教師は、指導の記録を参考に
面接を行い、前回指摘をした点が

どう変わったのかも生徒にフィードバックする

伝
え
た
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
、

模
擬
面
接
を
通
し
て
更
に
掘
り
下
げ
る

改良！指導ツール

活用の流れ
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